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１．実施目的

卒業後の進路とキャリア支援課への満足度、学生生活への満足度を調査する。

２．対象

2021年３月に経営学部、情報学部を卒業した４年生

（361名 内訳：経営学部２４３名、情報学部118名）

３．実施方法

グーグル社のアンケートフォームを活用して実施

４．実施期間

2021年３月12日（金）～2021年３月19日（金）17時00分

５．依頼方法

学位記授与式での依頼文書の配布とＳＳＵメールで回答を依頼した。

Ⅰ アンケートの実施概要



１．回答状況

経営学部・情報学部、合わせて115名の卒業生（以下、学生と記す）から回答を得た。

回答した学生は数は、経営学部56名、情報学部59名だった。

回答率は31.9％（経営学部23.0％、情報学部50.0％）となった。

※ 120の回答があったが、情報学部の３名の学生が複数回答（５回答）していたため、最新の回答の除いて集計の対象から外した。

２．当資料への掲載方法について

“＊必須”と記載がある質問は、全員に回答を求めた。

明らかな誤字（誤変換）、脱字を除いて、原則、卒業生が回答した内容をそのまま記載した。

ただし、設問と関連が無い内容、個人が特定される恐れのあるものは、掲載をしていない。

Ⅱ 回答状況、当資料への掲載方法



質問１－１ 大学入学当初、入学後にどのような力を身につけたいと思っていたか ＊必須

【補足】 該当するものを全て選択させた

（参考）項目ごとの回答状況

大学 経営 情報

幅広い教養を身につけたい 61名 28名 33名

自分の進む専門性を高めたい 49名 20名 29名

語学力を高めたい 11名 3名 8名

社会性を身につけたい 37名 21名 16名

友人を増やしたり、人脈を形成したい 53名 23名 30名

人間力を高めたい 34名 18名 16名

その他 3名 2名 1名



・ 部活 〔経営〕

・ 商業科教員免許の取得。 〔経営〕

質問１－２ 質問１－１で“その他”を選択した場合の内容



【補足】

質問１での回答と整合しない選択は、集計の対象から除いた。

また、選択を失念した学生がいるため、質問１－１と人数が一致しないことがある。

質問２
質問１－１で選択した力はどの程度、身についたと感じるか
【幅広い教養を身につけた】、【自分の進む専門性を高めた】に関する回答状況



質問２
質問１－１で選択した力はどの程度、身についたと感じるか
【語学力を高めた】、【社会性を身につけた】に関する回答状況

【補足】

質問１での回答と整合しない選択は、集計の対象から除いた。

また、選択を失念した学生がいるため、質問１－１と人数が一致しないことがある。



質問２
質問１－１で選択した力はどの程度、身についたと感じるか
【友人を増やし、人脈を形成した】、【人間性（力）を高めた】に関する回答状況

【補足】

質問１での回答と整合しない選択は、集計の対象から除いた。

また、選択を失念した学生がいるため、質問１－１と人数が一致しないことがある。



質問２
質問１－１で選択した力はどの程度、身についたと感じるか
【その他】に関する回答状況

【補足】

質問１での回答と整合しない選択は、集計の対象から除いた。

また、選択を失念した学生がいるため、質問１－１と人数が一致しないことがある。



質問３－１ 卒業後の進路について ＊必須

【補足】

該当するもののみ、選択させた。



質問３ー２
就職（起業・家業を継ぐを含む）先を決定した、「決め手」について
質問３－１で就職（起業・家業を継ぐ）を選択した学生を対象に質問した

【補足】 該当するものを全て、選択させた。

（参考）項目ごとの回答状況

大学 経営 情報

仕事内容 49名 26名 23名

勤務地 45名 21名 24名

待遇 19名 6名 13名

業種 25名 12名 13名

社風 24名 13名 11名

経営理念 12名 5名 7名

社会貢献性の高さ 12名 5名 7名

社員の魅力 15名 9名 6名

将来性 23名 12名 11名

最初に内定が出た 11名 8名 3名

知名度 12名 7名 5名

企業規模 12名 9名 3名

選考時の対応の良さ 12名 5名 7名

その他 7名 4名 3名



・チームのスポンサー 〔経営〕

・親の会社だったため 〔経営〕

・コロナウイルスの影響が少ないこと、転職前提の就職であること 〔経営〕

・趣味性(車)が含まれている 〔情報〕

・今後コロナ禍の影響を受けても倒産しないと思ったため 〔情報〕

質問３－３ 質問３－２で“その他”を選択した場合の“決め手”



・ アルバイト 〔情報〕

質問３－４ 質問３－１で“その他”を選択した場合の内容



質問４ー１ 卒業後の進路に対する満足度について ＊必須

【補足】

該当するもののみ、選択させた。



質問４－２
質問４－１での選択理由 ＊必須
経営学部の卒業生が記載した内容（１）

• 先生方やキャリア支援の方々は本当に親身になって私の就職支援をしていただきました。あり
がとうございました。

• 進路を固めきれてないから

• もう少し早くから進路について考えればよかった。

• 地域社会に貢献しているから

• はじめに志望していたところではないけれど満足のいく結果になったと感じるから。

• 人がいい

• 第一希望ではないが、比較的早めに内定を貰えたため

• 第一志望の企業ではなかったから

• スーパーに就職が決まりました。需要が全ての時期均一で全国に展開しようとしている企業で
あることと、M＆Ａをしていて成長企業であると思ったため、かなり感じると回答しました。

• 第一志望の企業ではなかったが、納得いく企業への就職が決まった為。

• 自分が希望していた進路とは違ったが、自分が魅力に感じた企業に入社することができたのは
良かったから。

• 希望通り公務員に就職できたから

• 進路が決まらなかった不安はあるものの、大学卒業という大きな目標は達成できたため。

• 良い就職先を見つけれたと思う

• 不安だから

• その他にもやりたい事がみつかり、迷っていたから。

• 母校であり成長できる環境だから

• なりたい職業になれたから

• 希望のところに行けたから

• 第2志望の企業から内定をいただいたため

• 特になし

• 両親が働く企業とも取引の関係があり、安心できる会社内容や人事の方の優しさを感じたから。

• ずっと目指していたところに進学できたため

• 自分の決めたことだから

• 希望していた勤務地、職業だったから

• 1番にやりたいと感じた仕事だから

• やってみたい職業に就けたから

• 就職活動開始が周囲より遅くなった中、勤務条件と合致する企業に就職できるため。

• 安定

• 就活にたくさんの時間がかかったけど、将来を見据えた自分の納得のいく就職先に決まったか
ら。

• 今はわからない

• 興味はある仕事で今の時期に内定をもらえたため

• 周りより早く就活を始めたと思うが、もっと対策や企業研究などできたと思った。



質問４－２
質問４－１での選択理由 ＊必須
経営学部の卒業生が記載した内容（２）

• 先生方やキャリア支援の方々は本当に親身になって私の就職支援をしていただきました。あり

がとうございました。

• 就職活動中のため

• 教職に進む事ができなかったため、

• 現在活動中であるため

• 楽しみだから。

• 自分に合う仕事だと感じたから

• 自分のやりたい事をできる環境に行けて満足している

• どこでもよかったから

• 事務の仕事に興味があるから

• 自分のやりたいことをできる

• 自分のやりたかったことができるから

• 希望する業種に就けたが自宅より遠いのと未経験なので少し不安があるため

• もともと目指していたから

• コロナウイルスを考慮しての転職前提の就職のため

• 希望の場所で暮らせるから

• 第一志望に行けたから。

• もっと多くの業界を見ても良かったと結果的には感じる

• 内定がないから

• 希望条件は満たせた

• 自分の興味のある仕事につけるから。

• 頑張ろうと思える、就活中の待遇がとても良い

• 特にないです

• 手に職をつけれるところ

• やりたいことをやれているから



質問４－２
質問４－１での選択理由 ＊必須
情報学部の卒業生が記載した内容（１）

• 行きたいと思っていたところに入れたため

• 特に不満を感じてはいないため。

• 第一希望であったから

• 自分の希望する職に就けたから

• 満足しています。

• 自らの意思決定が反映できることがあるから。

• この時代の中で、自分のやりたい仕事につけたことが満足につながった

• 社風が自分に合っていると思ったから

• 目標としていたIT系企業に就職できたため

• 今後生きていく上では十分ではないかと考えたため

• 大学生活でやりたいことを見つけたから

• いい会社へ就職決まったので

• 自分に長所や短所など、性格に合った仕事を見つけられた。

• 就職先が未定なため

• 就職活動が難しいから

• 第一志望の企業が情報系だったため少し違う職種の会社でやりたいことが少し違っているため

• そもそも、この大学に入ったこと自体が、自分はとてもメリットを感じています。住み良い自身の
地元の文化を学ぶとともに社会人へと進んだ際に必須となる社会性を養うこともでき。また、学

務課やキャリア支援課の方達の支援もあり、多少の苦難はあれど、今こうして就職して、社会人
としての人生を全うしようとしている自分がいるため。

• 卒業までにきまると感じていたため

• 目指す職業だから

• かねてから志望していた就職先に就くことができたため。

• もう一度公務員試験を受けるから

• 第一希望に内定をいただけたから

• しっくりくるから

• 入社して実際に働いてみないと実際の良し悪しはわからないから

• 志望していた大学院の研究科で学問を学べるから

• 就きたい仕事につけたから

• 自分が働いてみたい職種に就けたがもっと地元での企業を調べておけばもっと早く職が決まっ
たのではないかと思う

• なりたい仕事に就くことができたため

• 周りの環境等で計画していたことや想像していたように動けなかったため、満足は低めですが、
自分で決めたことなのでプラスに考えていたいと思いました

• 卒業までに就職したかったから



質問４－２
質問４－１での選択理由 ＊必須
情報学部の卒業生が記載した内容（２）

• 自分の行きたい所で働けるから

• 現在研修を受けていてとても充実しているから

• 在学中に就職先が決まらなかったことは少し悔やまれるが、その分学業に専念できていたと思

うので。

• 自分で決めたことだかと

• 進む道が事前に目標として掲げていたので、その道に進む為に一緒懸命に授業などを受けて

いたから。

• 興味のある職種に就く事ができた

• 挑戦することの大切さも感じ満足しています。

• 社会人としてこれから生きていく場所をみつけることが出来たと思います。入学当時は、自分が

何をしたいか決まっていませんでしたが、就職活動を通して、自分がどんな人間で何を大事に

していきたいかがわかりました。そして、それに合った就職先を決めることが出来たのでとても

満足しています。

• 行きたい会社にいけたから

• 就職決まらなかったので

• 就職できないかもしれない不安があったから

• 就職できてよかった

• 希望の職種などはなかったが自分で頑張りたいと思える職業を見つけたこと

• わからない

• カミングアウトに対して真剣に検討してくれ、支援にも前向きな姿勢があったから

• 就職ができたから。

• 無事決まった良かったです。

• いろいろ不安

• 希望先に内定したから

• 3年の夏に参加したインターンシップ先の企業が正に自分が目指してた職種であった為

• 自分が納得できる道に進めたため。

• 途中で進路変更したので、想定内だったからです

• 第一志望の会社から内定を貰ったから

• 自分の志望していた職種

• やっていけそうだったため

• 自分の進みたい道ではないから

• やる気満々です



質問５ー１ キャリア支援課は、進路決定に役立ったと感じるか ＊必須

【補足】

該当するもののみ、選択させた。



質問５－２
キャリア支援課はどのように、進路決定に役立ったのか
経営学部の卒業生が記載した内容

• 様々な形でのサポート

• 面談や合同説明会。

• ESの添削や面接練習

• 相談に乗ってくれた

• 履歴書の添削や面接での受け答えの対応など具体的にどこかいけなかったのかを教えて下

さっていたため、とても役にたちました。また、大学内でのリクルート講師での小さなイベントなど

とても為になりました。

• これからの人生を選択していくなかでの意味で、様々なことを教えていただいた。

• とくになし

• いつも話を聞いてくれた

• 自分にあった仕事の見つけ方を教えてもらった

• 就活を行うにあたっては基本的に個人的に申し込んで進めていく形が多かったが、履歴書の

書き方を聞いた時には熱心に教えて下さり嬉しかった。

• 幅が広がった

• 履歴書添削

• 進路相談や履歴書添削など様々な指導をして頂いた

• 電話で就職活動の状況の確認やガイダンスの案内、募集企業のお知らせ等の力添えをしても

らえた事で、活動の後押しになりました。

• 求人や色んな情報を取り入れられたから。

• 分からない時に相談にのってくれる

• 情報提供

• 履歴書の作成

• ES添削、面接練習

• 相談に乗ってもらった

• 進路の方向性の決定に大きく役に立った

• 最初から決めていたので自ら参考にしなかった。もし、進路が決まっていなかったら相談してい

た。

• ES、履歴書添削、面接対策。

• ESの添削など、忙しい中丁寧に指導して頂けた

• 履歴書の書き方などを教わった。

• 企業決定に対する安心感を与えてくれた



質問５－２
キャリア支援課はどのように、進路決定に役立ったのか
情報学部の卒業生が記載した内容（１）

• 様々な形でのサポート

• キックオフガイダンス

• 情報提供を受けることができた。

• エントリーシート添削

• 分からないことを聞いたり、相談に乗ってもらったこと

• 分からないことだらけだった自分を全て理解するまで詳しく色々なことを教えていただいた。

• いつも相談に乗ってくれて、近くで支えてくれているように感じた。選択肢の幅が広がった。

• キャリア支援課の人の後押しで面接を受ける勇気が湧いた

• 何回でも相談にのってくれたこと

• 就活の進め方を学んだ

• 親しみやすい人柄。困ったときに相談にのってくれた。

• 就活について悩んでたことを相談に乗ってくれた

• キャリア支援課の方から、積極的に明るく話しかけてくださったので、人見知りの私でも、話しや

すく、些細な相談も気軽にでき、誰よりも頼れました。先輩のエントリーシートや記載選考方法、

求人票などが助かりました。沢山の求人票を出してくれたことや、仕事を紹介してくれたこと、他

の学生の内定状況などを知れたことも助かりました。

• 選択肢を広げてくれる

• 自分の可能性を広げてくれた。自分はやりたいことはあまり決まっていなく「情報系の企業」とい

う概念があったため決まらなかったらどうしようと思っていたがキャリア支援課さんのお陰で自分

の好きなことを仕事にさせてくれた

• 就活当時は履歴書添削であったり、自分に合ったキャリアを明確に示してくださる方もいらっ

しゃるので。迷うことも少なく、円滑な就職活動ができたのは、キャリア支援課の方々がいらっ

しゃったおかげだと思います。インターンシップなどの社会勉強も積極的に行う事ができるので。

なくてはならない存在でした。

• 情報提供や親身になって色々とおしえてもらった

• はい

• 面接に関わることや、提出する書類、履歴書などの選考に関する書類などのアドバイスを沢山

頂きました。

• 就職活動のアドバイスをさまざまな点から教えていただいた

• 近況の報告書などを書くことで自分の状況などを整理することが可能であり有意義だった。各

種のイベントに参加することで就活意識を保つことができた。

• 就職するか進学するか悩んでいた自分の背中を押してくれた

• 履歴書の添削などしてもらったこと

• 色々な悩みや相談を親身に聞いていただきメンタル的にとても励まされた

• 就職活動の時に相談にのって頂いたり自分の進路をどうしようか迷っていた時にどんな仕事が

向いているか提案して頂いた就職関係の事を気軽に相談することができた



質問５－２
キャリア支援課はどのように、進路決定に役立ったのか
情報学部の卒業生が記載した内容（２）

• 自信がなく、自ら行動ができない私の背中を押してくださったので、視野が広がりました。

• 自分に親身に寄り添ってくれたところ

• 自分の道・社会マナー等に役立った

• 気になる企業について詳しく教えてくれるから

• 進路相談・企業紹介など

• 数多くの企業選択をしてくれたり、企業選び際のアドバイスなどを通じてたくさん助けられてきた

ことです。

• 会社紹介等

• 親身に相談に乗ってくださり、とても感謝しています。

• 3年生になるまでは、漠然と就職をするだろうと思っていましたが、先輩方の体験談やインター

ンシップの案内などを聞き、社会に出ていく大変さを感じました。漠然と考えるのではなく、これ

から就職活動を始めていく覚悟ができたと思います。キャリア支援課から｢インターンシップ行っ

た方がいいよ｣｢先輩たちも毎年苦労してる｣などの声掛けが無ければ、『就職活動』ということを

受け止めきれずにいたと思います。だから、キャリア支援課の方が1.2年の頃から、就活ワード

を出してくれたことが就職をしていくことに繋がったと思います。

• 自分がもってない知識を沢山教えていただきました

• 不安だった就職に前向きなれたから

• 就職先を紹介してもらった

• 提案など手助けや心配などしてくれて気にかけていた事

• 下記チェックリストの項目について、とても感謝しています

• 面接指導など

• 文書考える際につまづいてしまっていた時にお電話をさせて頂いて助かりました。ありがとうご

ざいます

• 就活に向き合う機会をくれた

• 就活が解禁された昨年3月、東京都にて就活をしていた時に、コロナ禍の状況下で直接会えな

い中現状の連絡をくださり、とても心強かったです。

• 不安だった履歴書を見てくださったのがとても助かりました。

• ハローワーク紹介

• 青島さんに色々と助けられて卒業までになんとか内定をいただくことができました。



質問５ー３ 進路決定に役立った大学の取組み ＊必須

【補足】 該当するものを全て選択させた。

（参考）項目ごとの回答状況

大学 経営 情報

キャリアデザイン授業 52名 22名 30名

２年次のキャリア面談 21名 5名 16名

インターンシップ 38名 15名 23名

希望進路登録時の面談 15名 2名 13名

キックオフガイダンス 15名 1名 14名

証明写真撮影 28名 11名 17名

スーツ・身だしなみ講座 36名 15名 21名

メイク講座 6名 1名 5名

履歴書添削・書類作成支援 48名 23名 25名

面接・ＧＤ練習 21名 8名 13名

学内合同説明会 44名 16名 28名

キャリア支援課からの情報提供 24名 7名 17名

就職活動のフォロー面談 15名 2名 13名

ＰＣ操作支援 7名 1名 6名

資格取得の支援・助言 11名 2名 9名

その他 0名 0名 0名

該当するものがない 2名 0名 2名



質問６ー１ キャリア支援課にあると良い施策・施設 ＊必須

【補足】 該当するものを全て選択させた。

（参考）項目ごとの回答状況

大学 経営 情報

いつでも相談できる体制 34名 17名 17名

周りを気にせず相談ができる場所 48名 20名 28名

オンライン就活ができる場所 22名 11名 11名

就職活動で自由に利用できるＰＣ 18名 11名 7名

就職活動関連の書籍 23名 8名 15名

コピー機 6名 2名 4名

その他 7名 3名 4名



質問６－２ 質問６－１で“その他”を選択した場合の内容

• 公務員塾では論文、面接対策、国家公務員の専門試験分野を学べるようにしてほしかったで

す 〔情報〕

• わざわざマイナビを全員登録する必要があったのか気になった 〔情報〕

• かなり充実しており満足でした。ありがとうございます。 〔情報〕

• 簡単に出来る匿名の質問フォームを作って欲しい。 〔情報〕

• 様々なプロジェクト 〔情報〕



質問７
満足できる、納得のできる進路を「自分で決める」ためには、どのぐらいの時期から
自分自身のキャリアを考え始めれば良いか ＊必須

【補足】 該当するもののみ、選択させた。



質問８－１ 卒業（就職）後、社会に出てから挑戦してみたいこと ＊必須

【補足】 該当するものを全て選択させた。

（参考）項目ごとの回答状況

大学 経営 情報

資格取得に挑戦したい 56名 27名 29名

信頼される職業人になりたい 68名 34名 34名

仕事で第一人者を目指したい 14名 5名 9名

勤務先でトップになりたい 19名 10名 9名

起業・独立開業したい 7名 2名 5名

留学したい 3名 2名 1名

世界を旅する 16名 10名 6名

ライフプランの作成・実現 24名 9名 15名

新しい趣味 43名 17名 26名

その他 5名 1名 4名



・ 本当にやりたい職業を見つけたい 〔経営〕

・ 自分が生きやすいように生きたい 〔情報〕

・ 自分のやっていることを誇りに思いたい 〔情報〕

・ 就職をしたい 〔情報〕

質問８－２ 質問８－１で“その他”を選択した場合の内容



質問９ー１
現在と大学入学時点を比較して、次の能力は大学時代に伸ばすことができたか ＊必須
【基礎知識や幅広い教養】、【主体性】、【働きかけ力】、【実行力】に関する回答状況

【補足】 該当するもののみ、選択させた。



質問９ー１
現在と大学入学時点を比較して、次の能力は大学時代に伸ばすことができたか ＊必須
【課題発見力】、【課題分析力】、【計画力】、【論理的思考力】に関する回答状況

【補足】 該当するものにのみ、選択させた。



【補足】 該当するものにのみ、選択させた。

質問９ー１
現在と大学入学時点を比較して、次の能力は大学時代に伸ばすことができたか ＊必須
【創造力】、【プレゼンテーション力】、【コミュニケーション力】、【傾聴力】に関する回答状況



【補足】 該当するものにのみ、選択させた

質問９ー１
現在と大学入学時点を比較して、次の能力は大学時代に伸ばすことができたか ＊必須
【情報管理力】、【柔軟性】、【協調性】、【状況把握力】に関する回答状況



質問９ー１
現在と大学入学時点を比較して、次の能力は大学時代に伸ばすことができたか ＊必須
【リーダシップ力】、【規律性】、【大学での学び・生活の達成感】に関する回答状況

【補足】 該当するものにのみ、選択させた。



質問10ー１ 基礎教育科目に関して、どのように感じるか＊必須

【補足】 該当するものにのみ、選択させた。



質問10ー２ 専門教育科目に関して、どのように感じるか＊必須

【補足】 該当するものにのみ、選択させた。



質問11ー１ 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の影響について ＊必須

【補足】 該当するものにのみ、選択させた。



質問11ー１ 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の影響について ＊必須

【補足】 該当するものにのみ、選択させた。



質問11ー２ 新型コロナウイルス感染症の影響下でも、大学生活全般に満足を感じたか。＊必須

【補足】 該当するものにのみ、選択させた



質問11－３
新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受け、工夫、苦労、困った、影響があったこと
経営学部の卒業生が記載した内容

• 気持ちが上がらない、やる気が出ないことが多かった

• オンライン面接の練習をした

• スケルージュがごちゃごちゃになった

• コロナが酷くなり始める前、大学2年の頃からインターンシップに参加して色々と学んでいた。ま
た、そこで連絡先を交換し就職活動の進み具合や情報を交換していた。

• 5月6月に行う予定だった説明会や面接が時期未定の延期になり、いつ再開できるか分からな
い状況に不安を感じた。合同説明会もほぼ全てが中止になってしまい、個別の説明会のみの
参加だったので、幅広い業界をまとめて見れる機会がなくなってしまった。

• 友人や先生と関わる機会が減ってしまったので、就活をしている自分に時々孤独感を感じるこ
とがあった。

• 合同説明会がなくなること

• 説明会や面接が延期になったりした

• 部活動をしながら就活の両立であったため、ウイルスの感染拡大による試験日のズレや、教育
実習期間のズレにより、試合に出場できなかったり、練習参加できなかったりと困った。

• 常にリクナビ、マイナビ等の情報サイトには目を配らせ、欲しい情報をいち早く手にし、説明会
に申し込んだ。

• 面接が、全てWebになった

• 1番やる気があった就職活動解禁の時期にコロナで軒並み説明会等が中止になり、どのように
進めたら良いのか相談したり情報を集める事もしなくなりやる気が失せてしました。こんな状況
だから仕方がないと状況に甘えていた為に、周囲が就職先を決めていくなか、取り残され肩身
の狭いおもいをしました。もっと早く動いていたら、真面目に取り組んでいたら、就職相談に
行っていたらと今更ながら思う事がありました。

• リモート面接でしっかり話せる目線や、表情など画面越しでアピールすること。

• 対面の面接があまりなかったからいざ対面となった時に緊張した

• 新型コロナウイルスで先が見通せなかったため早く内定をもらえた会社に決めた。まだ流行る
少し前だったため内定を辞退するより決めた方が良いと考えた。この影響がなければもっと多く
の会社を受けていたと思う。

• 就活アプリを採用した

• 都内での就職を考えていたため難しい点がいつくかあった。

• オンライン面接のマナーなどがいまいちわからなかった。面接が延期されたりして困った。社員
の人と直接コミュニケーションを取る機会が少なくてどんなふうな社員がいるかなど見極められ
なかった

• コロナが始まる前に就職活動が終わっていた

• 元々受けるつもりだった企業が説明会を中止したり延期したりが多く、受けたい企業がいくつか
受けられなかったこと。

• セミナー等のイベントが軒並み中止や延期になったこと、希望職種の求人が無くなったこと、就
職活動のスケジュールや費用に狂いが生じたこと等

• 予定が大幅に変動したこと。

• 早い時期から説明会などに参加しておいて良かった。緊急事態宣言後は企業を知る機会があ
まりなかったため。



質問11－３
新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受け、工夫、苦労、困った、影響があったこと
情報学部の卒業生が記載した内容

• 面接が延期になったこと

• 人に雇われる以上、事業主側のペースで進められるのが常であるがその中でもいかに自分の企図を取
り込ませるかに苦労した。

• リモートで行うことを想定していなかったからその点は大変だと思った

• 活動範囲を地元周辺に縮小する

• 対面の説明会は、緊張しやすい自分を、緊張が少なく、素に近い形で、アピールできる場、知ってもらえ
る場であったのに、Web説明会になった事で、自分の良さを出し切れなかった。また、Web説明会は、動
画を見るだけなのでつまらなく、観る気が起こりずらかった。

• オンラインという、人と接しているという実感がない中での生活は、世界が狭いように感じる期間でした。
実際に人の実体を目で捉えて直接訊くという環境がやはり自信には合っていると思いました。人との関わ
りも少なくなるため、自身が孤独であると錯覚する方も多く、インドア環境を整えるのも時間がかかるので、
日頃慣れているよ。という方ではないと少し厳しいのかな？と感じました。 就職活動に関しては、かなり
早めに実行していた成果もあり。面接で距離をとって行うということ以外では新型肺炎ウイルスの影響を
受けることは少なかったと考えています。

• 早めに就活スタートをしていた為、選考も早い段階で受けることができたのでコロナ禍が本格化する前に
就活を終えることが出来した。このような状況になるとは予測もつきませんでしたが、早めに準備を進めて
おくことに越したことはないなと強く実感しました。"

• 面接は対面の方がやりやすく感じた。相手の反応などはやはり直に感じた方が対応しやすいと思う。しか
し、遠方の面接場所の場合リモートの方が良いと思う。無駄な出費を出さなくて済むし、面接が複数回あ
る場合何度も遠方に足を運ぶのは正直憂鬱でしかないため。

• 最初は、情報機器の扱い方に戸惑った。今でも、技術的にまだ充分扱えているとは言えない部分も多々
ある。

• ネットを使った就職活動・試験への対応に苦慮した。またそれにより、様々な好機を逃してしまったところ
もあった。

• 企業の人に直接会う頻度が減った

• オンラインと対面の両方での就職活動で環境が全く違うので、少し感覚が鈍ったことです。

• 緊急事態宣言下で首都圏の往復や対面の面接などが出来ずオンライン面接の準備時間が少なかった
と感じた。

• ウェブ面接がとても大変でした。家にいるのにスーツを着ることに慣れず、余計に緊張してしまい、上手く
話せていなかったと思います。パソコン越しに人と会話する機会もコロナがあってから初めての経験で、
今までの面接とは違うものを感じました。対面式と変わらないと思いながら面接に取り組みしたが、慣れな
いことばかりで面接中、終始緊張していました。最終的には就職先が決まりましたが、ウェブ面接が上手
く出来なかったことが痛恨の極みです。

• 情勢をよく見て慎重に行動した

• なるべくリモートでは電波の状態や学校に行くなどして工夫していたゆっくり喋るようにし"

• 感染症がひどくなる前に内定をもらえたのでそこまで影響がなかった。

• 直接伺えないのがやはり苦労はしました。初めてのリモート面接や会社説明会は大変でした。

• オンライン面接回線や音の途切れや相手側と時差がある場合に困る。

• 私自身、特にコロナウイルスによって面接が中止されたや延期の影響は無く、インターンシップに参加し
た企業で一昨年夏からアルバイトをしており、昨年2月に社長直接「良かったらウチにおいで」と、【イン
ターンシップ一本釣り】という、タイミングの良い巡りあわせがあったので、参考になるかは分かりませんが、
インターンシップ先の企業との繋がりを大事にすべきだと思います。

• インターンシップに参加したおかげで選考が早く、感染拡大前に動けたのであまり影響はありませんでし
た。何があるかわからないので、動ける時に動くと後々の自分が助かると思います。

• オンライン説明会を始めた企業が多かったけど、そこまで多くないと感じました

• 工夫した事マスクでの面接や活動が多かったため声の大きさや表情に気を遣ってマスクをしてても笑顔
なのがわかるようにした苦労した事予定されていたいくつかの合同説明会がなくなり幅広く様々な会社を
知る機会がなくなってしまった為自ら会社のことを調べたり電話をして説明会に参加させて頂いたりする
しかなかったのでそこは苦労しました困った事東京の会社に応募していたがコロナの関係で面接自体が
秋にやることになり内定者を出すことすら未定になってしまったことイベント関連の会社の募集がなくなっ
てしまったこと



熊王先生
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因子得点
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グラフィカルモデリング結果

0.50346

0.31538

0.38456

支援課の役立ち

主体性

働きかけ力

実行力

コロナ影響下の満足度

0.6－1.0

0.4－0.6

0.2－0.4

0.0－0.2

偏相関係数の絶対値

フルモデルとの比較：逸脱度=8.632 自由度=5 P値=0.1247


